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犯罪・事故・いじめ・医療過誤・一気飲ませなどによって、

理不尽に生命を奪われた犠牲者が主役のアート展です。

犠牲者ひとりひとりの等身大の人型パネルは

「メッセンジャー」と呼ばれ、その胸元には本人の写真や

家族の言葉を貼り、足元には「生きた証」である靴を置いて

いのちの大切さを訴えています。

生きたくても生きられなかった「メッセンジャー」からの

「いのちを守り、未来につなげる願い」を感じてください。
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開催日／2026年3月25日（水）～31日（火）

開催時間／鰍醐1瓢0雄を踊瓢1隔僻駁麟亘炉圧輌嗣臨’

　　　　※最終日31日は15時で終了いたします。

劇曇
新発田市役所1F
　　つじ

の日…・。

1札の辻ラ皇ンジ」

　メッセンジャーの

宮地貴弘さん（福井県）

※参考写真の一例として

掲載しています


